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平成19年10月3日。映画「劒岳

点の記」のロケを立山連峰で行って

いる撮影隊を取材するため，北アル

プス・剱沢を訪れた。先輩の写真部

記者に励まされながら，立山・室堂

から約6時間かかって，剣沢小屋

（2500メートル）に到着。移動は非

常に苦しかったが，現場の熱気を感

じ，原作に思いをはせることができ

た貴重な日々だった。

「ここまでやっているのか」。撮影

を終えて剣沢小屋に向かってくる撮

影隊の姿を見た時，そう思わずには

いられなかった。出演する浅野忠信

さんと香川照之さん，仲村トオルさ

ん，小市慢太郎さんをはじめ，木村

大作監督，スタッフが雨具を着込み，

足場の悪い山道を歩いてきたからだ。

険しい山々を背景に，荒い息を吐

きながら歩いてくる撮影隊。以前か

ら木村監督が「大自然の中を豆粒み

たいな人間が歩いているのを見ると，

涙が出るよね。悠久の自然と人間の

人生のはかなさを感じられる映画に

したい」と熱弁していたが，まさし

く，それを体感した一瞬だった。

さらに「苦行」のような日々を送っ

ているのは，第一線に向かう撮影隊

だけではないということも取材を通

して分かった。剱沢に向かう途中，

食料を調達するために室堂を目指す

スタッフと昼にすれ違い，再会した

のは夜だった。一日がかりで山を往

復し戻ってきたスタッフ。山小屋で

は，撮影が10月中旬までの小屋の

シーズンを超えて長引く場合を想定

し，ポリタンクに水をためるスタッ

フの姿もあった。「一つの目標に向

かって努力する仲間たちの物語」を

現場でも見せつけられた。

案内人の宇治長次郎役を演じる香

川さんが「登山用品も充実していな

い時代。当時を考えると，頭が下が

る思いがする」ともらしたように，原

作に描かれた測量隊への敬意も，俳

優とスタッフの間に漂っていたように

思う。「登山は登れば終わり，測量は

登ってからが仕事」とは木村監督の

弁だが，仲間とともに，命じられた難

事業を成し遂げようとした主人公の

柴崎らの姿は，効率や利益ばかりを

追求しがちな今の日本に，大切なも

のを気付かせてくれると信じたい。

写真－1
剱岳南壁での撮影を終えて剣沢小屋に戻る，手前か
ら俳優の浅野さん，香川さん，仲村さん，小市さんと
スタッフ （平成19年10月3日，北アルプス・剱沢）
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昨年12月末には主人公，柴崎芳

太郎（浅野忠信さん）の妻，葉津よ

役に宮�あおいさん，柴崎の先輩で

剱岳登頂を計画するも成し遂げるこ

とができなかった元ベテラン測量官

の古田盛作役に役所広司さんが決ま

ったと発表された。二人の富山県内

でのロケの予定はないが，松田龍平

さんら新たなキャストを加えた登山

シーンの撮影は4月から再開する。

木村監督が五十年という映画人生

をかけて映し出す自然美と人間ドラ

マを地元紙として応援したい。そし

て世界遺産登録を目指す立山連峰の

美しさが，全国に発信されることを

期待している。

（北日本新聞社編集局文化部　
神田由香）

写真－2
剱岳南壁から戻り，リラックスした表情を見せる，右から仲村さん，
浅野さん，香川さん，小市さん （平成19年10月3日，剣沢小屋）

写真－3
剱岳南壁での撮影を終えて剣沢小屋に戻る撮影隊

（平成19年10月3日，北アルプス・剱沢）

新田次郎著「劒岳点の記」と小説
（株）かんこう　三村清志

「劒岳点の記」は，明治40年北アルプスの剱岳に

初（？）登頂して四等三角点を設置し周辺の測量をし

た，旧陸軍陸地測量部の柴崎芳太郎の約1年間の活

躍が書かれている。新田次郎の小説に共通ではある

が，ノンフィクションを読んでいる感じである。

新田次郎の作品には，直木賞作品でもあり白馬

岳に50貫もの石を背負って持ち上げた強力の「強

力伝」，単独行の登山家加藤文次郎の「孤高の人」，

富士山レーダ設置の「富士山頂」，槍ヶ岳を開山し

た播隆上人の「槍ヶ岳開山」，青森5連隊の遭難の

「八甲田山死の彷徨」等山岳関係のものが多数ある。

その中で「劒岳点の記」に似ていると思われるの

が，中央アルプス駒ヶ岳への学校登山を扱った「聖

職の碑」である。結果は遭難に終わっているが，先

生方の葛藤が柴崎芳太郎とダブってみえる。ちな

みにこれも30年ほど前に映画化された。

測量そのものを扱った小説では，伊能忠敬を扱っ

た井上ひさしの「四千万歩の男」蝦夷編と伊豆編が

ある。蝦夷編は，子午線1度の長さの調査と北海道

内の地図作成を行うもので，伊豆編はその続編と

なる。蝦夷編のほうがスケールと内容から読み応

えがあると思う。

国土地理院の前身である陸地測量部を扱った小

説は読んだことはないが，村上春樹の「ねじまき鳥

クロニクル」の“間宮中尉の長い話1，2”の中で，

昭和12年満州国に渡り，関東軍参謀本部の地図を

専門とする兵要地誌班に所属し，外モンゴルとの

国境地帯での調査活動が述べられている。なお村

上春樹の「ノルウェイの森」と「蛍」では国土地理

院に入り地図を作りたい青年が述べられている。

写真提供：北日本新聞社




